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注
意
が
必
要
な
害
虫
と
は
！？

①
新
芽
や
葉
に
群
生
す
る

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

　

葉
裏
に
体
長
１
～
２
㎜
で
、
黄
色
ま
た

は
黒
緑
色
の
ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
淡
緑
色

ま
た
は
桃
色
の
モ
モ
ア
カ
ア
ブ
ラ
ム
シ
な

ど
が
４
～
６
月
に
発
生
し
ま
す
。

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
は
、
新
芽
や
葉
に
群
生
し

て
吸
汁
す
る
の
で
、
新
芽
は
次
々
に
縮
れ

て
団
子
状
に
な
り
、
排は

い

泄せ
つ

物
に
よ
り
葉
が

黒
く
汚
れ
ま
す
。
発
生
が
多
い
場
合
は
、

花
や
幼
果
に
も
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
モ
ザ
イ
ク
病
（
Ｃ
Ｍ
Ｖ
）
を
伝
染

し
ま
す
。

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
飛
来
を
防
ぐ
た
め
、
育

苗
中
や
定
植
後
に
は
防
虫
ネ
ッ
ト
を
被
せ

る
こ
と
が
重
要
で
、
畝
面
を
シ
ル
バ
ー
マ

ル
チ
で
被
覆
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。
定

植
時
に
モ
ス
ピ
ラ
ン
粒
剤
、
ダ
ン
ト
ツ
粒

剤
、
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
、
ア
ル
バ
リ
ン
粒

剤
な
ど
を
施
用
す
る
と
、
１
カ
月
ほ
ど
効

果
が
持
続
し
ま
す
。
多
発
時
に
は
ダ
ン
ト

ツ
水
溶
剤
、
ス
タ
ー
ク
ル
顆
粒
水
溶
剤
、

ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水
溶
剤
な
ど
を
て
い
ね

い
に
散
布
し
ま
す
。

②
ウ
リ
ハ
ム
シ
は
果
実
も

　
食
害
し
て
傷
を
つ
け
る

　

別
名
「
ウ
リ
バ
エ
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

体
長
１
㎝
ほ
ど
の
黄
色
の
成
虫
が
飛
び
回

り
、
直
径
１
～
２
㎝
の
円
を
描
く
よ
う
に

葉
を
食
べ
ま
す
。
発
生
が
多
い
と
果
実
表

面
も
浅
く
食
害
し
、
褐
色
の
傷
が
た
く
さ

ん
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
幼
虫
は
体
長
１
㎝

ほ
ど
の
黄
白
色
の
ウ
ジ
ム
シ
で
、
地
下
茎

や
根
に
食
入
し
ま
す
。
食
害
が
進
む
と
株

が
日
中
し
お
れ
る
よ
う
に
な
り
、
枯
死
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

成
虫
は
見
つ
け
次
第
捕
殺
し
ま
し
ょ
う
。

発
生
が
見
ら
れ
た
ら
、
マ
ラ
ソ
ン
乳
剤
な

ど
を
散
布
し
ま
す
。

③
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類
は

　
別
名
「
エ
カ
キ
ム
シ
」

　

体
長
１
～
２
㎜
の
黄
色
の
ウ
ジ
ム
シ
が

葉
の
中
を
食
い
進
み
、
そ
の
痕あ

と

が
白
い
筋

に
な
る
の
で
「
エ
カ
キ
ム
シ
」
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。
成
虫
は
２
㎜
の
小
さ
な
ハ
エ
で
、

ト
マ
ト
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
、
マ
メ
ハ
モ
グ
リ

バ
エ
、
ナ
ス
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
な
ど
が
発
生

し
ま
す
。

　

寄
生
バ
チ
な
ど
土
着
天
敵
が
よ
く
働
く

の
で
、
天
敵
に
影
響
の
少
な
い
薬
剤
を
選

択
し
て
使
用
し
ま
す
。
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の

発
生
が
多
い
場
合
は
、
ト
リ
ガ
ー
ド
液
剤
、

カ
ス
ケ
ー
ド
乳
剤
（
ト
マ
ト
ハ
モ
グ
リ
バ

エ
）
を
散
布
し
ま
す
。

④
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
の
よ
う
に

　
動
く
ウ
リ
キ
ン
ウ
ワ
バ

　

成
虫
は
翅は

ね

の
開
張
20
㎜
に
な
る
暗
灰
色

の
蛾
で
す
。
幼
虫
は
大
き
く
な
る
と
体
長

40
㎜
、
淡
緑
色
で
胴
部
の
側
面
に
太
く
明

瞭
な
白
帯
が
あ
り
、
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
の

よ
う
な
歩
き
方
で
歩
行
し
ま
す
。
若
齢
幼

虫
は
、
葉
裏
か
ら
葉
芯
部
を
薄
く
食
害
し
、

幼
虫
は
大
き
く
な
る
と
葉
脈
を
切
断
し
ま

す
。
ま
た
、
幼
果
を
加
害
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
６
月
以
降
が
多
く
発
生
す
る
時

期
で
す
。

　

登
録
薬
剤
は
な
い
の
で
、
発
生
が
見
ら

れ
た
ら
幼
虫
を
捕
殺
し
ま
す
。

害
　
虫
　
編

第21回

ワタアブラムシ

ウリハムシ

ウリハムシの被害

（木村　裕　原図）

ハモグリバエ被害

（木村　裕　原図）

ウリキンウワバ

（木村　裕　原図）

ワタアブラムシの被害

（木村　裕　原図）
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注
意
す
る
病
気
と
対
策

①
モ
ザ
イ
ク
病
は

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
を
徹
底

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
、

キ
ュ
ウ
リ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
や
カ
ボ
チ

ャ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で
発
生
し
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
が
多
い
と
被
害
が
増

加
し
ま
す
。
被
害
が
発
生
す
る
と
、
カ
ボ

チ
ャ
の
葉
が
緑
の
濃
淡
の
混
じ
っ
た
モ
ザ

イ
ク
症
状
を
呈
し
ま
す
。
ま
た
、
果
実
が

奇
形
に
な
り
、
生
育
も
悪
く
な
り
ま
す
。

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
ウ
リ
科
に
モ
ザ
イ
ク
病
が

発
生
し
て
い
る
と
、
カ
ボ
チ
ャ
に
伝
染
す

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
を
徹
底
す
る
か
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
飛
来
を
寒
冷
紗
で
被
覆
す

る
こ
と
や
、
シ
ル
バ
ー
ポ
リ
マ
ル
チ
に
よ

る
光
反
射
で
飛
来
を
防
止
す
る
こ
と
で
被

害
を
防
ぎ
ま
す
。

②
発
生
す
る
と
被
害
が
大
き
い

　
カ
ボ
チ
ャ
疫え

き

病

　

梅
雨
ま
た
は
秋
雨
時
に
被
害
発
生
が
見

ら
れ
ま
す
。
茎
葉
、
果
実
に
被
害
が
発
生

し
、
果
実
が
侵
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
発

生
す
る
と
大
き
な
被
害
に
な
り
ま
す
。
葉

で
は
円
形
で
水
浸
状
の
病
斑
が
で
き
、
の

ち
に
乾
燥
し
て
褐
色
の
病
斑
が
で
き
ま
す
。

排
水
の
悪
い
と
こ
ろ
で
は
、
茎
が
暗
褐
色

水
浸
状
に
な
り
、
く
び
れ
た
状
態
と
な
っ

て
腐
敗
し
、
つ
る
全
体
が
枯
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
果
実
で
は
、
は
じ
め
水
浸
状
の
病

斑
が
で
き
、
表
面
に
粉
状
で
灰
白
色
の
カ

ビ
を
生
じ
、
や
が
て
軟な

ん

腐ぷ

状
に
な
っ
て
腐

敗
し
ま
す
。

　

防
除
対
策
と
し
て
は
、
被
害
発
生
初
期

に
、
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
ラ
イ
メ
イ

フ
ロ
ア
ブ
ル
、
リ
ド
ミ
ル
ゴ
ー
ル
ド
M
Ｚ
、

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
を
散
布
し
ま
す
。

③
つ
る
枯が

れ

病
は
前
年
に

　
発
生
し
て
い
る
と
被
害
は
多
発

　

茎
、
葉
、
果
柄
、
果
実
に
被
害
が
発
生

し
ま
す
。
は
じ
め
、
葉
や
つ
る
に
淡
い
褐

色
水
浸
状
の
病
変
が
で
き
、
乾
い
て
灰
褐

色
の
病
斑
が
で
き
ま
す
。
苗
で
は
子
葉
の

葉
縁
部
な
ど
に
周
辺
黄
色
で
内
部
灰
褐
色

の
病
斑
が
で
き
ま
す
。
湿
度
の
高
い
条
件

下
で
は
病
斑
が
拡
大
し
、
茎
や
つ
る
を
取

り
巻
く
よ
う
に
な
り
、
病
変
部
よ
り
上
部

が
枯
死
し
ま
す
。
幼
果
実
が
感
染
す
る
と
、

淡
褐
色
の
病
斑
円
形
～
不
整
形
の
病
斑
が

で
き
、
病
斑
部
に
は
ヤ
ニ
を
と
も
な
い
、

果
実
の
商
品
価
値
が
低
下
し
ま
す
。

　

防
除
対
策
と
し
て
、
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン

水
和
剤
を
発
病
初
期
に
散
布
す
る
。
前
年

度
に
被
害
の
発
生
し
た
圃ほ

場
で
は
被
害
が

多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
被
害
の
発

生
す
る
時
期
に
は
早
め
に
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ

ン
水
和
剤
を
散
布
し
て
、
被
害
の
蔓ま

ん

延え
ん

を

防
止
し
ま
す
。

④
葉
に
粉
状
の
病
斑
が
で
き
る

　
う
ど
ん
こ
病

　

カ
ボ
チ
ャ
の
つ
る
が
伸
び
て
畑
を
覆
い

始
め
る
時
期
に
発
生
が
増
加
し
ま
す
。
被

害
は
、
葉
、
茎
、
果
実
に
見
ら
れ
、
は
じ

め
葉
で
は
、
白
色
で
表
面
粉
状
の
小
さ
な

病
斑
が
で
き
、
や
が
て
病
斑
は
拡
大
融
合

し
て
葉
を
白
く
覆
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

多
発
す
る
と
葉
が
黄
化
し
、
や
が
て
褐
変

し
て
枯
死
し
ま
す
。
秋
季
以
降
に
は
、
病

斑
部
に
子
の
う
殻
を
生
じ
、
こ
れ
が
越
冬

し
て
次
年
度
の
伝
染
源
に
な
り
ま
す
。

　

防
除
対
策
と
し
て
、
ガ
ッ
テ
ン
乳
剤
、

ベ
ル
ク
ー
ト
水
和
剤
、
ス
コ
ア
顆
粒
水
和

剤
、
モ
レ
ス
タ
ン
水
和
剤
な
ど
を
早
め
に

散
布
し
ま
す
。

病
　
害
　
編

大阪府立環境農林水産総合研究所

草
くさ

刈
かり

　眞
しん

一
いち

、柴
しば

尾
お

　学
まなぶ

　カボチャは、排水を良好にした圃
ほ

場に、ポリマルチをして十分潅水した後、苗を定植します。
カボチャは比較的病気に強く、マルチ栽培することで疫病やつる枯病の発生も防止できます。
また害虫では、アブラムシは早めに防除してモザイク病の感染を防ぎます。

モザイク病

うどんこ病

（木曽　晧　原図）

（木曽　晧　原図）

つる枯病

カボチャ疫病
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